
昭
和
十
五
年
『
共
生
』
誌
に
お
け
る
椎
尾
辨
匡
師
の
言
説
に
つ
い
て加

藤

良

光

本
稿
は
、
昭
和
十
五
年
に
財
團
法
人
「
共
生
會
」
に
よ
っ
て
刊
行
さ
れ
た
月
刊
『
共
生
』
誌
の
各
号
に
掲
載
さ
れ
た
椎
尾
辨
匡
師
の
執
筆

文
、
講
演
録
の
中
か
ら
椎
尾
師
の
言
説
に
つ
い
て
、
検
討
す
る
も
の
で
あ
る
。

昭
和
十
五
年
の
月
刊
『
共
生
』
誌
の
一
月
号
か
ら
十
二
月
号
ま
で
の
記
事
の
見
出
し
を
列
記
す
れ
ば
次
の
如
く
で
あ
る
。

一
月
號
・
椎
尾
辨
匡
「
紀
元
二
千
六
百
年
」
(記
念
す
べ
き
年
を
迎
ふ
)(年
頭
の
所
感
)(二
千
六
百
年
前
と
今
日
)(大
難
來
る
と
も
)(艱

苦
打
開
の
實
踐
要
目
)

・
附
録

み
こ
と
の
つ
ど
ひ
講
錄
…
…
別
冊

二
月
號
・
椎
尾
辨
匡
「
當
面
日
本
」

・
椎
尾
辨
匡
「
農
耕
建
時
代
」

三
月
號
・
詔
書

・
椎
尾
辨
匡
「
皇
紀
二
千
六
百
年
の
詔
書
を
拜
し
て
」

・
椎
尾
辨
匡
「
獨
立
開
放
と
提
携
親
善

ー
新
時
代
指
導
精
神
提
携
共
生
の
道
ー
」

昭
和
十
五
年
『
共
生
』
誌
に
お
け
る
椎
尾
辨
匡
師
の
言
説
に
つ
い
て

一



四
月
號
・
般
若
心
經
本
文

・
椎
尾
辨
匡
「
般
若
心
經
講
話
(一
)」

・
椎
尾
辨
匡
「
第
七
十
五
囘
帝
國
議
會
義
務
敎
育
に
關
す
る
質
問
演
説
速
記
」

五
月
號
・
椎
尾
辨
匡
「
共
生
と
共
生
會
と
の
方
向
」

・
大
阪
市
敷
津
尋
常
小
學
校
「
皇
民
錬
成
の
綴
り
方
敎
育
」

・
楠
章
「
皇
軍
讃
」

・
椎
尾
辨
匡
「
第
七
十
五
囘
帝
國
議
會
義
務
敎
育
に
關
す
る
質
問
演
説
速
記
(二
)」

・「
編
輯
雜
記
」

六
月
號
・
椎
尾
辨
匡
「
蒙
久
養
正
」

・
椎
尾
辨
匡
「
般
若
心
經
講
話
(二
)」

・
編
集
部
「
共
生
と
は
何
か
」

・
森
部
逞
禪
「
賀
椎
尾
辨
章
上
人
晉
淸
林
寺
」

・
椎
尾
辨
匡
「
全
國
共
生
結
衆
豫
告
」

七
月
號
・（
日
支
事
變
三
周
年
記
念
）

・
椎
尾
辨
匡
「
世
界
の
變
局
に
際
し
同
人
に
愬
ふ
」

・
宮
澤
説
成
「
法
然
上
人
の
信
仰
」

・「
全
國
結
衆
趣
旨
書
」

・「
財
團
法
人
共
生
會
決
算
報
告
」
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・「
編
輯
後
記
そ
の
他
」

八
月
號
・
椎
尾
辨
匡
「
敵
前
上
陸
囘
想
錄

不
滅
の
英
靈
に
捧
ぐ
」

・
椎
尾
辨
匡
「
般
若
心
經
講
話
(三
)」

・
椎
尾
辨
匡
謹
述
「
明
治
天
皇
の

農
學
に
對
す
る
御
勅
語
を
拜
し
て
」

・「
評
議
員
會
議
事
錄
」

・「
亞
細
亞
共
榮
圏
の
建
設
に
」

・「
評
議
員
會
議
事
進
行
狀
況
報
告
其
ノ
他
」

九
月
號
・
椎
尾
辨
匡
「
昭
和
維
新
を
導
く
も
の
(一
)」

・
椎
尾
辨
匡
「
般
若
心
經
講
話
(四
)」

・
高
山
學
道
(帝
都
日
日
よ
り
)「
椎
尾
辨
匡
論
」

・
編
輯
部
「
所
感
」

・「
昭
和
維
新
翼
賛
共
生
部
隊
動
く
」

十
月
號
・
椎
尾
辨
匡
「
昭
和
維
新
を
導
く
も
の
(二
)(三
)」

・
椎
尾
辨
匡
「
般
若
心
經
講
話
(五
)(六
)」

・「
昭
和
維
新
運
動
の
そ
の
後
」

・「
維
持
會
員
申
込
芳
名
…
後
記
」

・
附
錄
…
椎
尾
辨
匡
「
新
體
制
の
指
導
理
念
」

十
二
月
號
・
椎
尾
辨
匡
「
全
一
日
本
（
２
）」

昭
和
十
五
年
『
共
生
』
誌
に
お
け
る
椎
尾
辨
匡
師
の
言
説
に
つ
い
て

三



・
椎
尾
辨
匡
「
支
那
の
旅
よ
り
（
２
）」

・
藤
井
實
應
「
向
阿
上
人
御
法
語
」

・
編
輯
部
「
椎
尾
師
の
渡
支
」

こ
の
よ
う
に
月
刊
『
共
生
』
に
は
椎
尾
師
の
記
事
が
多
く
記
載
さ
れ
て
い
る
。

そ
の
内
容
も
多
方
面
に
亘
っ
て
い
る
が
、
本
稿
に
お
い
て
は
、
次
の
三
項
目
を
挙
げ
て
検
討
す
る
こ
と
と
す
る
。

一
、
共
生
と
し
て
の
東
ア
ジ
ア
観

二
、
共
生
会
活
動
の
こ
と

三
、
共
生
と
し
て
の
世
界
観

以
下
順
に
椎
尾
師
の
言
説
を
見
て
い
く
こ
と
と
す
る
。

一
、
共
生
と
し
て
の
東
ア
ジ
ア
観

椎
尾
師
は
月
刊
『
共
生
』
誌
昭
和
十
五
年
三
月
号
「
獨
立
開
放
と
提
携
親
善
ー
新
時
代
指
導
精
神
提
携
共
生
の
道
ー
」
に
お
い
て
次
の
よ

う
に
述
べ
ら
れ
て
い
る
。

「
獨
立
は
個
在
の
要
求
、
集
散
共
に
外
部
的
增
減
に
過
ぎ
な
い
。
分
子
原
素
で
も
個
人
國
家
で
も
、
眞
の
發
達
生
活
は
成
り
立
た
な
い
。

提
携
親
善
は
共
生
の
主
張
、
廣
狹
等
し
く
内
部
的
一
致
に
在
り
、
動
植
物
で
も
、
世
界
國
際
で
も
、
茲
に
眞
の
生
命
が
發
達
す
る
。
一
般
人

は
現
に
問
題
と
な
れ
る
幾
多
事
實
に
於
て
、
此
の
二
大
原
理
の
對
立
を
ハ
ッ
キ
リ
と
さ
せ
て
居
ら
な
い
。
排
英
興
亞
と
い
ふ
も
單
に
英
國
人

が
惡
い
と
い
ふ
の
で
な
い
、
英
國
人
が
其
獨
立
個
在
主
義
か
ら
、
先
取
獨
占
、
侵
略
併
合
、
搾
取
領
有
を
民
權
の
發
展
、
英
國
の
正
義
の
如

く
考
へ
る
。
其
壓
迫
苦
痛
缺
乏
に
泣
く
も
の
は
開
放
を
叫
ぶ
。
獨
立
、
開
放
互
に
轉
々
し
て
、
同
じ
原
理
の
異
相
に
過
ぎ
な
い
。
此
の
獨
立
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個
在
の
主
張
を
現
代
か
ら
退
却
せ
し
む
る
事
が
排
英
の
思
想
的
根
本
で
あ
る
。
英
ソ
等
の
諸
國
が
、
み
だ
り
に
ア
ジ
ア
に
進
出
し
て
、
或
い

は
國
土
に
或
い
は
利
權
に
領
有
搾
取
を
恣
に
し
て
居
る
事
か
ら
、
開
放
脱
却
せ
ん
と
す
る
事
が
現
在
の
ア
ジ
ア
の
一
つ
の
動
き
で
は
あ
る
、

が
興
亞
の
眞
の
相
で
は
な
い
。

興
亞
の
眞
の
相
は
、
日
本
に
發
達
し
た
共
生
の
大
道
提
携
親
善
の
道
が
、
ア
ジ
ア
に
擴
大
さ
れ
ゆ
く
事
で
あ
る
。
日
本
が
肇
國
以
來
幾
千

年
、
八
紘
一
宇
同
胞
一
家
の
理
想
に
邁
進
し
來
つ
た
も
の
ゝ
、
其
を
國
内
に
完
成
す
る
事
に
、
必
ず
し
も
容
易
で
は
な
か
つ
た
。
皇
室
の
稜

威
、
曆
聖
の
敎
導
、
遂
に
擧
國
一
致
の
國
體
的
盛
觀
は
明
治
維
新
以
後
に
着
々
と
し
て
發
達
し
來
つ
た
。
而
か
も
維
新
以
後
、
歐
米
の
文
物

に
直
隨
す
る
に
急
な
る
あ
ま
り
國
體
無
比
を
主
張
し
つ
つ
も
、
日
本
思
想
が
、
獨
立
個
在
の
歐
米
主
義
と
對
立
し
、
更
に
優
越
す
る
所
以
を

明
確
に
し
な
か
つ
た
。
に
も
か
ゝ
は
ら
ず
、
國
運
は
年
々
に
發
達
し
、
使
命
は
事
件
を
重
ね
て
釀
成
し
來
た
つ
て
日
韓
併
合
と
な
つ
た
。
蓋

し
獨
立
開
放
は
隣
次
相
搏
つ
が
故
に
遠
交
近
攻
の
謀
略
と
な
る
。
提
携
親
善
は
同
胞
隣
閭
に
初
ま
り
近
き
よ
り
遠
き

及
ぼ
し
德
交
と
な

る
。
乃
ち
明
治
の
末
葉
日
韓
併
合
と
な
り
、
鷄
林
十
三
茲
一
千
三
百
萬
民
が
、
先
づ
提
携
親
善
を
行
ふ
事
と
な
る
。
當
時
の
我
國
民
は
、
歐

米
國
際
思
想
に
の
み
慣
ら
さ
れ
た
る
が
故
に
獨
立
か
征
服
か
の
み
考
へ
、
日
本
の
使
命
を
理
解
す
る
も
の
が
尠
な
か
つ
た
。
獨
り
こ
れ
を
最

も
明
白
に
認
識
し
指
導
遊
ば
し
た
の
が

明
治
天
皇
陛
下
で
あ
ら
せ
ら
る
ゝ
、「
李
王
家
幷
に
朝
鮮
民
族
に
迷
惑
に
な
ら
ぬ
様
、
將
來
心
し
て

遣
は
せ
」
と
の
大
御
言
を
拜
し
て
、
桂
總
理
は

聖
慮
の
深
さ
に
恐
懼
し
、
爾
來
曆
代
内
閣
總
督
皆
一
視
同
仁
の
聖
勅
を
實
現
す
る
事
に
努

力
し
來
つ
た
。
我
が
國
民
す
ら
、
な
ほ
眞
の
使
命

聖
言
を
審
に
し
な
い
。
ま
し
て
半
島
の
民
衆
が
、
日
本
に
征
服
併
合
さ
れ
た
り
と
考
へ

た
事
は
無
理
も
な
い
事
で
あ
る
。
思
想
は
獨
立
か
征
服
か
に
增
さ
れ
、
形
式
は
併
合
し
て
た
ゞ
日
本
と
稱
す
る
場
合
、
被
征
服
の
妄
念
に
よ

つ
て
獨
立
運
動
に
狂
奔
す
る
も
の
も
出
た
譯
で
あ
る
。
然
る
に
春
秋
茲
に
三
十
年
、
民
衆
は
倍
加
し
、
敎
育
は
普
及
し
、
産
業
發
達
し
、
全

鮮
の
發
達
、
王
道
の
興
隆
、
空
前
な
る
を
見
る
。
日
本
は
國
家
總
力
を
擧
げ
て
枯
死
せ
る
半
島
を
更
生
せ
し
め
た
の
で
あ
る
。
(中
略
)

十
九
世
紀
は
西
洋
の
獨
立
個
在
、
唯
物
科
學
萬
能
の
時
で
あ
り
、
英
佛
は
其
樞
軸
で
あ
つ
た
。
二
十
世
紀
は
世
界
渾
一
の
時
、
殊
に
太
平

昭
和
十
五
年
『
共
生
』
誌
に
お
け
る
椎
尾
辨
匡
師
の
言
説
に
つ
い
て

五



洋
沿
岸
を
蹈
臺
と
す
べ
く
、
ア
ジ
ア
は
復
活
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
其
頭
目
た
る
日
本
は
、
地
理
的
に
も
重
要
性
を
も
つ
も
の
、
先
づ
、

内
鮮
を
樞
軸
と
し
、
昭
和
六
年
に
な
つ
て
日
滿
を
樞
軸
と
す
べ
き
新
展
開
を
見
、
更
に
十
年
東
京
南
京
を
樞
軸
と
す
べ
き
事
と
な
つ
た
。
其

指
導
精
神
は
共
生
で
あ
り
、
提
携
親
善
で
あ
り
、
獨
立
個
在
征
服
侵
略
で
は
な
い
。
王
道
の
發
達
に
よ
つ
て
近
き
よ
り
遠
き
に
及
び
、
先
づ

東
亞
の
新
秩
序
を
全
ふ
し
、
進
ん
で
ア
ジ
ア
の
全
面
的
復
活
と
な
り
、
宇
内
を
擧
げ
て
八
紘
一
宇
を
成
願
す
べ
き
も
の
で
あ
る
。
(中
略
)

今
や
支
那
は
、
新
中
央
政
權
樹
立
に
忙
し
い
、
そ
れ
に
は
萬
世
無
窮
の
大
道
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
獨
立
個
在
を
本
と
し
て
は
、
こ
れ

を
實
現
す
る
事
は
出
來
な
い
。
民
權
を
強
調
し
た
三
民
主
義
が
、
今
や
民
族
、
政
治
、
經
濟
の
獨
立
開
放
を
求
む
る
も
の
と
歸
正
さ
れ
た
と

い
ふ
が
、
英
佛
ソ
か
ら
其
民
族
政
治
經
濟
の
獨
立
開
放
を
求
む
る
點
に
於
て
は
、
現
實
を
説
明
す
る
事
が
出
來
る
が
、
獨
立
開
放
の
物
的
個

在
思
想
は
、
又
直
に
日
滿
支
を
も
中
南
北
を
も
分
裂
崩
解
せ
し
め
、
日
本
が
、
二
百
億
の
財
と
、
十
餘
萬
の
英
靈
と
を
犠
牲
に
し
た
る
聖
戰

も
、
不
滅
の
支
那
を
見
る
事
能
は
ず
ば
、
其
戰
果
を
空
し
く
す
る
事
に
な
る
。
支
那
も
五
千
年
來
の
擾
亂
を
脱
し
て
、
彌
榮
無
窮
の
國
家
た

る
光
輝
を
失
ひ
、
少
康
再
亂
浮
目
を
見
る
事
に
な
る
。
そ
れ
は
、
誤
れ
る
獨
立
開
放
思
想
を
蟬
脱
し
、
宇
宙
の
共
生
大
道
に
、
融
合
す
る
日

支
提
携
親
善
二
二
不
二
の
大
生
命
を
根
本
思
想
と
す
る
事
に
目
覺
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。」

と
述
べ
ら
れ
て
、
共
生
と
し
て
の
東
ア
ジ
ア
観
を
表
明
さ
れ
て
い
る
。
欧
米
の
思
想
を
独
立
個
在
と
し
て
規
定
し
、
東
ア
ジ
ア
を
提
携
親

善
の
思
想
に
基
づ
い
て
共
生
す
べ
き
で
あ
る
と
説
か
れ
て
い
る
。

二
、
共
生
会
活
動
の
こ
と

椎
尾
師
は
月
刊
『
共
生
』
誌
昭
和
十
五
年
五
月
号
「
共
生
と
共
生
會
と
の
方
向
」
に
お
い
て
、
共
生
に
つ
い
て
次
の
項
目
を
設
け
て
説
明

し
て
い
る
。
そ
の
項
目
を
列
記
す
れ
ば
、

(１
)共
生
の
立
場
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(２
)共
生
の
出
發
點

(３
)共
生
の
コ
ー
ス

(４
)共
生
宗
は
是
か

(５
)敎
化
體
と
し
て
の
共
生
會

以
下
項
目
ご
と
に
見
て
い
く
こ
と
と
す
る
。

(１
)共
生
の
立
場

「
共
生
會
を
盛
ん
に
し
よ
う
と
い
ふ
こ
と
は
間
違
ひ
で
は
な
い
が
、
私
と
し
て
は
も
つ
と
大
き
い
立
場
か
ら
共
生
を
考
へ
て
ゐ
る
。
そ
れ

は
大
正
七
、
八
年
頃
の
思
想
混
亂
を
み
て
、
大
正
十
一
年
に
共
生
と
い
ふ
思
想
原
理
を
發
表
し
、
結
衆
に
、
講
演
に
印
刷
物
に
そ
の
普
及
を

計
つ
た
わ
け
で
あ
る
が
、
こ
れ
等
に
よ
る
共
生
な
る
も
の
ゝ
理
解
以
上
に
ひ
ろ
い
意
味
の
共
生
の
擴
り
は
大
き
い
。
恐
ら
く
共
生
な
る
目
印

し
が
な
か
つ
た
な
ら
ば
、
今
現
に
活
動
し
て
ゐ
る
部
面
の
佛
敎
は
な
か
つ
た
で
あ
ら
う
。
こ
れ
が
共
生
會
自
體
の
擴
張
と
か
團
體
的
基
礎
を

固
め
る
運
動
で
あ
り
ま
し
た
な
ら
、
共
生
會
は
勿
論
有
力
な
る
團
體
と
な
つ
て
ゐ
る
で
せ
う
が
、
反
面
に
は
生
き
た
共
生
の
事
實
は
今
ほ
ど

は
擴
つ
て
は
ゐ
な
い
だ
ら
う
。」

と
述
べ
ら
れ
て
、
大
正
十
一
年
の
共
生
思
想
発
表
以
来
、
共
生
と
い
う
目
印
と
共
生
会
と
い
う
団
体
の
立
場
の
違
い
を
表
明
さ
れ
て
い
る
。

(２
)共
生
の
出
發
點

「
確
か
に
今
日
は
敎
化
宣
傳
に
一
期
を
劃
す
べ
き
秋
で
あ
り
ま
す
。
精
神
敎
化
が
緊
要
で
あ
り
ま
す
。
支
那
問
題
に
し
て
み
て
も
共
生
精

神
を
明
瞭
に
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
又
、
四
月
一
日
か
ら
施
行
さ
れ
る
宗
敎
團
體
法
に
徴
し
て
も
、
宗
敎
的
見
地
か
ら
は
新
敎
團
を
つ

く
る
べ
き
か
、
敎
化
團
體
と
し
て
立
つ
て
行
く
か
を
、
好
む
と
好
ま
ざ
る
と
に
拘
ら
ず
決
定
せ
ね
ば
な
り
ま
せ
ん
。
共
生
會
を
道
義
的
な
動

き
と
す
る
か
、
宗
敎
的
な
動
き
と
す
る
か
を
今
日
ハ
ッ
キ
リ
さ
せ
た
い
と
思
ひ
ま
す
。
私
共
は
こ
の
過
渡
期
の
橋
渡
し
を
す
る
役
目
を
帶
び
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て
ゐ
て
、
次
の
代
の
人
は
又
次
の
代
の
つ
と
め
を
や
つ
て
行
く
も
の
と
考
へ
ま
す
。
こ
れ
等
を
根
本
の
腹
の
据
え
ど
こ
ろ
と
し
て
考
へ
あ
つ

て
み
た
い
と
思
ひ
ま
す
。」

と
述
べ
ら
れ
て
、
昭
和
十
四
年
四
月
に
公
布
さ
れ
、
昭
和
十
五
年
四
月
か
ら
施
行
さ
れ
た
宗
教
団
体
法
に
対
し
、
共
生
会
が
新
教
団
と
な

る
か
、
教
化
団
体
と
し
て
進
む
か
を
問
題
提
起
さ
れ
て
い
ま
す
。

(３
)共
生
の
コ
ー
ス

「
従
來
の
考
へ
で
は
、「
共
生
の
つ
と
め
」
を
誦
し
、
講
話
を
き
ゝ
、
作
業
を
し
、
食
作
法
を
す
る
の
が
共
生
だ
と
い
ふ
考
へ
が
あ
り
ま
す
。

云
ふ
ま
で
も
な
く
そ
れ
は
曾
つ
て
の
共
生
の
一
つ
の
あ
ら
は
れ
に
す
ぎ
ぬ
。
共
生
は
音
樂
・
舞
踊
・
繪
畫
・
彫
刻
に
、
工
場
に
商
店
に
田
圃

に
、
あ
り
と
あ
ら
ゆ
る
方
面
に
あ
ら
は
れ
る
も
の
で
あ
つ
て
「
共
生
の
つ
と
め
」
を
す
る
こ
と
は
其
等
の
中
の
一
つ
で
あ
る
に
す
ぎ
ま
せ
ん
。

共
生
は
共
生
な
る
特
殊
の
様
相
で
は
な
く
、
あ
ら
ゆ
る
と
こ
ろ
に
出
る
べ
き
も
の
で
あ
る
。
斯
く
考
へ
て
來
る
と
新
し
い
部
面
に
目
を
向
け

る
こ
と
が
出
來
ま
す
。
今
日
ま
で
も
同
じ
く
一
定
の
様
相
の
共
生
を
説
い
て
ゐ
た
わ
け
で
は
な
い
が
、
共
生
な
る
も
の
、
と
い
ふ
一
つ
の
出

來
あ
が
つ
た
觀
念
が
あ
り
ま
し
た
、
こ
れ
は
破
ら
ね
ば
な
ら
ぬ
。

例
へ
ば
「
共
生
の
つ
と
め
」
を
社
會
の
各
層
に
適
す
る
や
う
に
、
各
種
類
の
を
つ
く
つ
た
な
ら
ど
う
か
と
い
ふ
案
も
よ
い
と
思
ふ
。
尤
も

「
共
生
の
つ
と
め
」
改
訂
の
意
見
は
こ
れ
ま
で
に
も
屢
々
出
て
は
ゐ
ま
し
た
、
然
し
こ
れ
を
つ
く
れ
ば
共
生
の
根
本
の
考
へ
方
に
混
雑
を
生
ず

る
虞
れ
が
あ
り
ま
し
た
の
で
今
迄
は
一
つ
で
と
ほ
し
て
來
た
が
、
こ
れ
か
ら
は
分
け
て
行
く
の
も
一
案
で
は
な
い
か
と
思
ふ
。

過
去
の
共
生
運
動
に
も
數
へ
き
れ
ぬ
ほ
ど
の
働
き
榮
は
あ
つ
た
か
と
思
ひ
ま
す
。
勿
論
創
業
當
時
に
と
つ
た
運
動
形
式
は
、
あ
る
點
で
は

修
養
團
の
運
動
に
影
響
さ
れ
た
と
こ
ろ
も
あ
つ
た
か
と
思
は
れ
る
が
、
そ
れ
だ
け
で
な
く
共
生
運
動
が
今
日
の
社
會
運
動
に
與
へ
た
力
は
相

當
大
き
い
。
今
日
行
は
れ
て
ゐ
る
道
場
形
式
の
基
礎
は
共
生
に
大
き
な
力
が
あ
る
。
共
生
運
動
の
と
つ
た
第
一
期
の
示
唆
、
例
會
、
食
事
運

動
に
、
今
日
生
々
と
し
て
日
本
の
改
め
に
な
つ
て
ゐ
ま
す
。
今
日
は
そ
れ
等
を
更
に
深
め
て
行
く
べ
き
秋
だ
と
考
へ
ま
す
。
二
十
年
前
か
ら
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の
形
ち
は
今
日
を
以
て
一
段
落
し
た
と
云
へ
る
。
こ
れ
か
ら
分
化
し
進
化
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
り
ま
す
。」

と
述
べ
ら
れ
て
、
共
生
会
創
業
当
時
の
運
動
形
式
が
一
段
落
し
、
こ
れ
か
ら
分
化
・
進
化
す
べ
き
で
あ
る
と
説
か
れ
て
い
る
。

(４
)共
生
宗
は
是
か

「
こ
れ
か
ら
お
話
し
よ
う
と
す
る
の
は
、
昨
夜
の
宗
派
の
敎
化
問
題
に
關
係
が
あ
り
ま
す
が
、
共
生
と
は
敎
化
運
動
の
爲
に
名
づ
け
た
も

の
で
は
な
い
。
然
し
乍
ら
共
生
會
と
い
ふ
建
前
は
分
化
の
一
つ
と
し
て
成
立
す
る
し
、
そ
の
趣
旨
を
討
論
、
研
究
し
、
こ
れ
に
従
事
す
る
人

を
育
成
す
る
こ
と
も
よ
ろ
し
い
と
思
ひ
ま
す
が
、
共
生
會
を
や
る
こ
と
が
共
生
の
全
部
で
は
な
い
。
従
つ
て
共
生
は
宗
敎
で
も
な
け
れ
ば
宗

派
で
も
な
い
。
宗
敎
で
な
い
と
云
ふ
意
味
は
佛
敎
と
か
キ
リ
ス
ト
敎
式
の
宗
敎
で
は
な
い
と
云
ふ
の
で
あ
り
ま
し
て
、
宇
宙
一
切
に
生
き
ぬ

い
て
行
く
と
云
ふ
宗
敎
か
ら
云
へ
ば
共
生
が
そ
れ
で
あ
る
。
こ
の
宗
敎
を
一
本
の
木
と
譬
へ
る
な
ら
ば
佛
敎
と
か
キ
リ
ス
ト
敎
は
そ
の
横
枝

の
一
つ
一
つ
で
あ
り
ま
す
。
即
ち
宗
敎
に
於
い
て
す
ら
さ
う
で
あ
り
ま
す
か
ら
、
ま
し
て
や
宗
派
に
共
生
が
偏
す
る
や
う
な
こ
と
は
あ
り
ま

せ
ん
。
(中
略
)

共
生
は
對
立
を
嫌
ふ
も
の
で
あ
つ
て
、
斯
様
な
競
爭
體
に
な
る
の
は
本
意
で
は
な
い
。
釋
尊
は
一
乘
成
佛
を
説
か
れ
た
、
對
立
を
去
つ
て

み
ん
な
が
ほ
と
け
に
な
れ
る
と
説
か
れ
た
、
即
ち
排
他
で
は
あ
つ
て
は
な
ら
ぬ
と
い
ふ
佛
敎
で
あ
る
の
に
、
あ
ゝ
云
ふ
こ
と
を
説
く
の
が
佛

敎
で
あ
る
、
と
他
か
ら
見
ら
れ
る
や
う
に
、
共
生
と
は
と
も
い
き
す
る
の
だ
、
と
云
ふ
の
が
共
生
宗
な
り
、
と
せ
ら
れ
る
の
と
同
じ
で
あ
り

ま
す
。
斯
様
に
考
へ
て
參
り
ま
す
と
、
共
生
會
は
一
宗
一
派
的
な
共
生
宗
を
た
て
る
の
は
本
意
で
な
く
、
敎
化
體
と
し
て
進
む
の
が
道
で
あ

ら
う
と
考
へ
ま
す
。」

と
述
べ
ら
れ
て
、
共
生
会
は
、
宗
教
団
体
法
に
よ
る
宗
派
を
立
て
る
こ
と
な
く
、
教
化
団
体
と
し
て
進
む
べ
き
で
あ
る
と
説
か
れ
て
い
る
。

(５
)敎
化
體
と
し
て
の
共
生
會

「
然
ら
ば
敎
化
體
と
し
て
の
共
生
會
は
如
何
な
る
道
を
進
む
べ
き
で
あ
り
ま
せ
う
か
。
即
ち
今
の
時
勢
に
即
應
し
各
別
相
に
處
し
て
行
く
、
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少
年
、
青
年
、
婦
人
、
職
業
等
の
各
別
に
進
め
て
い
く
。
(中
略
)

共
生
を
宣
傳
す
る
の
に
改
め
て
道
具
だ
て
し
て
宣
傳
す
る
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。
共
生
が
各
生
活
層
に
這
入
つ
て
行
く
そ
れ
自
體
が
共
生

の
模
範
宣
傳
で
あ
り
ま
す
。
現
代
は
そ
れ
を
要
求
し
て
ゐ
ま
す
。
今
が
そ
れ
を
や
る
時
期
で
す
。
二
十
年
前
に
は
そ
ん
な
こ
と
を
や
つ
て
も

宣
傳
に
は
な
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
今
は
そ
れ
が
出
來
ま
す
。
こ
れ
等
が
成
就
さ
れ
る
處
に
共
生
の
發
達
が
あ
り
、
分
化
さ
れ
た
も
の
が
綜

合
さ
れ
る
こ
と
に
も
な
り
ま
す
。

そ
こ
で
共
生
會
の
本
部
は
何
を
す
る
と
こ
ろ
か
と
云
へ
ば
、
各
部
門
の
連
絡
指
導
の
衝
に
あ
る
の
が
任
で
あ
り
ま
し
て
、
今
迄
は
そ
れ
が

缺
け
て
ゐ
ま
し
た
。
二
十
年
昔
は
そ
の
連
絡
を
し
た
く
て
も
實
行
機
關
が
な
か
つ
た
。
今
は
各
種
の
職
場
が
出
來
て
ゐ
る
。
(中
略
)

宗
敎
と
産
業
と
を
結
び
つ
け
た
の
は
、
こ
れ
ま
で
の
と
も
い
き
の
お
お
き
な
仕
事
で
あ
り
ま
し
た
が
、
こ
れ
を
更
に
強
化
す
る
の
も
大
切

で
あ
ら
う
と
考
へ
ま
す
。

斯
く
す
る
こ
と
に
依
り
ま
し
て
共
生
も
の
び
、
共
生
會
も
敎
化
體
と
し
て
進
む
方
向
が
き
ま
る
の
だ
と
信
じ
ま
す
。」

と
述
べ
ら
れ
て
、
共
生
会
が
各
別
相
に
対
処
し
て
行
き
、
分
化
さ
れ
た
も
の
を
本
部
が
総
合
す
る
こ
と
に
よ
り
、
教
化
団
体
と
し
て
の
方

向
が
決
ま
る
と
説
か
れ
て
い
る
。

三
、
共
生
と
し
て
の
世
界
観

椎
尾
師
は
月
刊
『
共
生
』
誌
昭
和
十
五
年
七
月
号
「
世
界
の
變
局
に
際
し
て

同
人
に
愬
ふ
」
に
お
い
て
、
共
生
と
し
て
の
世
界
観
を
次

の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

「
過
去
十
九
年
を
遡
り
、
共
生
が
生
ま
れ
た
年
は
何
時
で
あ
つ
た
か
と
云
ひ
ま
す
る
と
、
そ
れ
は
大
正
十
一
年
で
あ
り
ま
し
て
、
丁
度
ド

イ
ツ
が
ベ
ル
サ
イ
ユ
條
約
を
履
行
さ
せ
ら
れ
て
百
廿
億
の
償
金
を
返
濟
し
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
の
で
愛
國
勤
勞
十
四
時
間
を
實
行
し
て
ゐ
る
と
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き
で
あ
り
、
日
本
は
、
當
時
の
世
界
大
戰
の
餘
波
か
ら
好
景
氣
に
醉
ふ
て
階
級
闘
爭
の
も
と
に
勞
務
時
間
短
縮
、
賃
銀
増
加
を
叫
ん
で
、
八

時
間
勞
働
を
も
嫌
ふ
て
居
つ
た
と
き
で
あ
り
ま
す
。
(中
略
)

ド
イ
ツ
は
こ
の
十
四
時
間
制
を
今
日
ま
で
も
續
け
通
し
ま
し
て
良
成
績
を
収
め
て
來
た
も
の
で
あ
り
ま
し
て
、
當
時
、
勝
利
に
醉
ふ
て
居

り
ま
し
た
英
・
佛
を
み
ま
し
て
、
私
は
彼
等
の
沒
落
の
第
一
歩
で
あ
る
こ
と
を
述
べ
て
お
き
ま
し
た
が
、
そ
れ
は
や
が
て
、
十
九
世
紀
の
大

西
洋
時
代
か
ら
廿
世
紀
の
太
平
洋
へ
と
移
り
、
そ
の
形
が
現
れ
て
來
た
と
み
る
の
で
あ
り
ま
す
。
又
當
時
は
、
ま
だ
自
由
主
義
、
個
人
主
義

が
幼
稚
で
あ
り
ま
し
て
大
方
は
氣
付
き
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
私
は
や
が
て
太
平
洋
時
代
の
指
導
精
神
と
な
る
も
の
は
、
東
洋
精
神
即
ち
共
生

思
想
が
前
者
に
代
る
も
の
で
あ
る
と
云
つ
た
の
で
あ
り
ま
す
。
又
、
當
時
に
於
き
ま
し
て
は
、
ド
イ
ツ
は
惨
め
で
は
あ
る
が
、
彼
こ
そ
や
が

て
復
興
す
べ
き
で
あ
り
、
一
九
五
〇
年
迄
に
は
そ
れ
が
明
瞭
に
現
れ
る
と
い
ふ
こ
と
を
私
は
主
張
し
て
お
き
ま
し
た
が
、
今
日
は
そ
れ
が
適

中
し
て
居
り
ま
し
て
、
我
々
が
指
導
精
神
に
於
て
、
誤
ら
な
か
つ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
を
示
す
の
で
あ
り
ま
す
。
(中
略
)

日
本
は
大
陸
に
結
び
付
き
を
要
す
る
、
印
度
、
支
那
、
獨
逸
、
佛
蘭
西
、
伊
太
利
、
ロ
シ
ヤ
と
組
む
べ
き
で
あ
る
と
言
ふ
こ
と
を
、
私
は

以
前
に
云
ふ
た
の
で
あ
り
ま
し
て
、
國
家
共
産
主
義
と
い
ふ
だ
け
な
ら
ば
シ
ベ
リ
ヤ
を
も
よ
し
と
す
る
も
の
で
、
そ
れ
が
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ヨ

ナ
ル
で
あ
る
時
に
は
共
産
は
獨
占
利
益
の
爲
の
國
際
運
動
と
な
る
か
ら
禁
壓
す
べ
き
で
あ
る
と
い
ふ
こ
と
を
附
け
加
へ
ま
し
た
上
で
、
元
來

ロ
シ
ヤ
は
日
本
の
憎
む
べ
き
性
質
の
も
の
と
の
み
出
來
な
い
、
日
本
は
日
本
の
國
體
を
發
輝
高
揚
す
る
と
共
に
ロ
シ
ヤ
の
そ
れ
も
認
む
べ
き

で
あ
る
こ
と
を
述
べ
ま
し
た
が
、
こ
れ
が
第
三
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ヨ
ナ
ル
の
運
動
を
起
し
ま
し
た
の
で
、
共
生
は
そ
れ
に
對
す
る
嚴
粛
な
批
判

を
な
し
て
來
た
の
で
あ
り
ま
す
。

こ
れ
は
、
無
産
者
の
多
い
國
と
し
て
共
生
が
こ
れ
を
批
判
し
得
た
と
見
る
べ
き
で
有
り
ま
す
る
が
、
そ
の
後
、
共
産
主
義
の
轉
向
者
が
最

も
強
い
反
ソ
聯
の
態
度
に
出
た
と
い
ふ
こ
と
は
彼
等
轉
向
者
の
頭
腦
が
初
め
か
ら
嚴
密
で
な
か
つ
た
事
を
明
ら
か
に
す
る
も
の
で
あ
り
ま
し

て
、
本
來
な
れ
ば
彼
等
は
む
し
ろ
ユ
ダ
ヤ
主
義
の
排
斥
に
進
む
べ
き
で
あ
つ
た
と
考
へ
る
の
で
あ
り
ま
す
。

昭
和
十
五
年
『
共
生
』
誌
に
お
け
る
椎
尾
辨
匡
師
の
言
説
に
つ
い
て

一
一



英
、
米
、
佛
の
ユ
ダ
ヤ
主
義
こ
そ
排
斥
さ
る
べ
き
で
あ
り
ま
し
て
、
全
力
非
國
家
、
ク
リ
ス
ト
敎
の
假
面
が
剥
が
れ
な
い
な
ら
ば
人
類
を

光
明
に
導
く
こ
と
は
出
來
な
い
、ユ
ダ
ヤ
主
義
が
破
ら
れ
て
世
界
經
濟
力
の
全
て
が
整
理
さ
れ
る
の
で
あ
る
と
私
は
信
ず
る
の
で
あ
り
ま
す
。

ユ
ダ
ヤ
人
は
米
國
に
巢
喰
ふ
て
遂
に
そ
の
末
路
を
た
ど
る
。
現
在
ド
イ
ツ
に
し
ま
し
て
も
そ
の
敵
と
し
ま
す
る
の
は
英
佛
で
は
な
く
ユ
ダ
ヤ

で
あ
り
彼
等
が
ヨ
ー
ロ
ツ
パ
か
ら
立
去
る
な
ら
ば
歐
洲
問
題
も
簡
單
に
立
直
る
の
で
あ
る
と
私
は
思
ふ
の
で
あ
り
ま
す
。
(中
略
)

ド
イ
ツ
の
充
實
し
た
強
さ
と
攻
撃
速
度
と
に
對
し
て
佛
と
ベ
ル
ギ
ー
は
こ
の
八
月
迄
抵
抗
出
來
、
英
は
ド
イ
ツ
に
一
撃
を
加
へ
ら
れ
る
に

止
る
と
思
は
れ
て
お
り
ま
し
た
が
、
實
は
情
勢
が
一
變
し
、
こ
の
九
月
に
行
は
れ
る
こ
と
に
な
つ
て
お
り
ま
し
た
ヒ
ツ
ト
ラ
ー
の
渡
英
も
見

ぬ
こ
と
に
な
つ
た
の
で
あ
り
ま
す
。

歐
洲
の
戰
火
は
速
進
さ
れ
ま
し
て
、
そ
の
結
果
、
英
佛
の
分
離
と
い
ふ
こ
と
に
ド
イ
ツ
が
成
功
し
ま
し
た
の
で
獨
佛
の
提
携
が
な
さ
れ
殘

る
の
は
い
ま
や
英
國
だ
け
と
い
ふ
こ
と
に
な
つ
た
の
で
あ
り
ま
す
が
、こ
ゝ
で
大
い
に
注
意
す
べ
き
こ
と
は
ヒ
ツ
ト
ラ
ー
の
態
度
で
あ
つ
て
、

彼
の
心
に
い
ま
起
き
て
ゐ
る
こ
と
は
隣
邦
協
力
の
道
と
、
獨
佛
源
平
の
爭
と
な
る
こ
と
を
さ
け
ん
と
す
る
考
へ
と
で
あ
り
ま
し
て
、
こ
の
兩

事
が
彼
を
拔
群
と
す
る
所
以
で
あ
る
と
同
時
に
彼
が
歐
洲
の
指
導
者
と
な
る
所
以
で
あ
り
ま
す
。

日
本
の
七
百
年
の
源
平
戰
爭
が
法
然
上
人
に
よ
つ
て
敎
へ
ら
れ
明
治
維
新
に
な
つ
て
初
め
て
共
生
的
に
な
り
日
本
發
展
の
根
據
を
な
し
た

こ
と
を
想
ひ
ま
す
な
ら
ば
、
い
ま
ヒ
ツ
ト
ラ
ー
の
心
意
の
裡
に
も
、
目
醒
め
た
る
も
の
を
見
る
の
で
あ
り
ま
す
。

現
在
、
ド
イ
ツ
英
國
攻
撃
の
手
順
と
し
ま
し
て
は
、
先
づ
ド
ー
ヴ
ア
ー
を
渡
る
こ
と
で
あ
り
ま
す
が
、
そ
れ
が
爲
に
は
ド
イ
ツ
は
海
峽
の

兩
側
を
潜
水
艦
で
守
り
英
艦
の
浸
入
を
防
ぎ
つ
つ
電
機
雷
飛
行
機
の
援
助
と
と
も
に
三
方
か
ら
英
國
を
攻
め
る
考
へ
で
あ
る
と
思
ふ
の
で
あ

り
ま
す
が
、
こ
の
場
合
ド
イ
ツ
は
英
國
を
ア
メ
リ
カ
に
追
ひ
出
す
爲
に
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
の
地
方
は
、
逃
げ
道
と
し
て
力
を
入
れ
ず
に
軍
を
進

め
る
も
の
と
考
へ
ら
れ
る
の
で
あ
り
ま
す
。
之
に
對
し
て
英
國
は
ど
う
で
あ
る
か
と
云
ひ
ま
す
る
と
彼
は
海
戰
だ
け
を
賴
み
に
し
て
居
り
陸

兵
は
新
募
兵
で
あ
り
ま
す
の
で
獨
伊
協
力
の
前
に
は
手
も
出
な
い
と
い
ふ
有
様
で
、
こ
の
新
情
勢
の
結
末
が
ど
う
な
る
か
を
考
へ
ま
す
な
ら
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ば
、
そ
れ
に
は
三
つ
の
方
法
が
考
へ
ら
れ
る
の
で
あ
り
ま
す
。

第
一
に
は
、
休
戰
講
和
で
あ
り
ま
す
が
こ
れ
に
は
餘
程
優
れ
た
政
治
家
が
必
要
で
あ
り
ま
し
て
ロ
イ
ド
ジ
ヨ
ー
ジ
程
の
身
を
殺
し
て
國
を

救
ひ
得
る
政
治
家
は
現
在
な
い
の
で
あ
り
ま
す
。
第
二
に
考
へ
ら
れ
ま
す
の
は
、
こ
の
九
月
頃
に
は
英
國
は
亡
び
る
と
い
ふ
こ
と
で
あ
り
ま

し
て
、
八
月
末
か
九
月
の
始
め
邊
り
に
は
英
の
金
持
は
皆
逃
げ
出
し
、
陸
兵
と
勞
働
者
と
が
ド
イ
ツ
と
提
携
し
て
居
殘
る
で
あ
ら
う
し
海
軍

は
ア
メ
リ
カ
に
逃
げ
込
む
で
あ
り
ま
せ
う
。

そ
う
な
る
と
ア
メ
リ
カ
の
參
戰
が
早
く
な
り
遅
く
も
來
月
中
に
は
そ
の
運
び
と
な
る
で
あ
り
ま
せ
う
。
第
三
は
、
ド
イ
ツ
が
何
か
の
理
由

で
今
年
は
威
嚇
攻
撃
だ
け
に
止
り
來
年
の
四
、
五
月
頃
に
戰
火
を
交
へ
る
と
い
ふ
見
方
で
あ
り
ま
す
が
、
こ
れ
は
大
體
佛
の
落
ち
る
前
の
見

方
と
し
て
は
有
力
で
あ
り
ま
し
た
が
今
で
は
前
述
の
第
二
の
見
方
が
決
定
的
で
あ
り
ま
す
。
即
ち
、
英
國
は
全
軍
を
引
き
つ
れ
ア
メ
リ
カ
に

寄
生
す
る
で
あ
り
ま
せ
う
し
、
そ
う
な
れ
ば
英
米
佛
を
結
ぶ
と
こ
ろ
の
ユ
ダ
ヤ
勢
力
が
増
大
し
て
米
國
の
參
戰
と
な
る
の
で
あ
り
ま
す
が
、

そ
の
結
果
ジ
ユ
ー
と
ジ
ユ
ー
な
ら
ざ
る
も
の
と
の
爭
ひ
が
生
じ
、
英
國
は
個
人
的
自
由
主
義
の
勝
利
を
自
惚
れ
、
米
國
は
文
明
擁
護
の
正
義

觀
か
ら
立
ち
上
が
る
の
で
あ
り
ま
す
。
英
米
佛
の
利
權
は
元
來
世
界
の
八
割
を
占
め
、
今
度
も
そ
れ
を
守
る
爲
に
戰
は
ね
ば
な
ら
ぬ
の
で
あ

り
ま
し
て
、
彼
等
は
一
端
は
破
れ
て
も
戰
ひ
が
長
引
く
と
き
は
ド
イ
ツ
伊
太
利
等
に
對
し
て
經
濟
外
交
の
勝
利
あ
り
と
確
信
し
て
ゐ
る
様
で

あ
り
ま
す
が
、
そ
れ
は
大
い
な
る
誤
算
で
あ
つ
て
、
百
年
戰
爭
な
ど
ゝ
云
ふ
事
は
世
界
の
時
局
の
上
か
ら
は
考
へ
ら
れ
ぬ
こ
と
で
あ
り
ま
す
。

(中
略
)

こ
の
た
び
の
歐
洲
問
題
が
起
き
た
と
い
ふ
事
は
、
そ
の
爲
に
援
蔣
ル
ー
ト
が
斷
た
れ
た
と
い
ふ
事
を
勃
起
し
た
の
で
あ
り
ま
し
て
、
こ
の

機
に
日
本
は
歐
洲
と
調
子
を
合
せ
ド
イ
ツ
の
英
攻
を
援
け
ね
ば
な
ら
ぬ
の
で
あ
り
ま
す
。
若
し
も
歐
洲
と
ア
メ
リ
カ
と
が
戰
ふ
事
に
な
り
ま

す
と
海
戰
で
あ
り
ま
し
て
、
ア
メ
リ
カ
は
建
艦
を
急
造
し
て
日
本
に
當
る
と
の
豫
想
の
も
と
に
二
次
海
戰
の
準
備
を
進
め
て
お
り
ま
す
る
か

ら
、
日
本
は
ド
イ
ツ
と
一
體
と
な
つ
て
海
戰
を
引
き
受
け
ね
ば
な
ら
ぬ
と
い
ふ
時
期
に
打
つ
か
る
の
で
あ
つ
て
か
つ
そ
れ
は
こ
の
九
月
以
向

昭
和
十
五
年
『
共
生
』
誌
に
お
け
る
椎
尾
辨
匡
師
の
言
説
に
つ
い
て

一
三



の
状
態
と
思
は
れ
ま
す
。
ヒ
ツ
ト
ラ
ー
は
一
歩
を
進
め
て
獨
佛
の
一
括
を
圖
り
英
國
の
資
本
主
義
を
倒
す
こ
と
を
目
指
す
も
の
で
あ
り
ま
し

て
、
彼
が
聖
戰
に
共
鳴
し
奪
は
れ
た
も
の
を
取
り
返
す
だ
け
に
止
ま
り
掠
奪
を
思
ひ
止
ま
り
軍
を
進
め
る
な
ら
ば
彼
こ
そ
英
雄
で
あ
る
が
、

こ
ゝ
の
と
こ
ろ
が
彼
を
英
雄
非
英
雄
と
す
る
分
岐
點
だ
と
思
は
れ
る
の
で
あ
つ
て
、
幸
ひ
彼
が
共
生
的
に
指
導
を
深
め
た
な
ら
ば
日
本
は
彼

と
組
む
べ
き
で
あ
り
ま
す
。
そ
し
て
ク
レ
デ
イ
ツ
ト
と
金
と
兵
器
だ
け
を
對
英
政
策
に
於
て
求
む
べ
き
で
あ
り
ま
す
。

ヒ
ツ
ト
ラ
ー
は
日
本
思
想
を
眞
似
て
居
る
様
に
云
は
れ
る
の
で
あ
り
ま
す
が
、
實
は
一
歩
進
ん
で
居
る
と
私
は
見
る
の
で
あ
り
ま
し
て
日

本
が
共
生
的
に
充
分
で
な
く
、
今
後
凡
ゆ
る
方
面
に
渉
つ
て
共
生
精
神
を
生
か
し
て
行
く
舞
臺
が
展
け
て
居
り
ま
す
る
と
き
、
我
々
は
世
界

と
共
生
で
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
と
敎
へ
る
こ
と
に
努
力
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
の
で
あ
り
ま
す
。
そ
れ
に
は
極
く
小
さ
な
こ
と
に
も
歡
喜
を
感
ず
る
事

で
、
喜
び
の
共
生
發
展
と
い
ふ
こ
と
が
最
も
大
切
と
思
ふ
の
で
あ
り
ま
し
て
、
業
務
發
展
の
共
生
に
も
勝
る
喜
び
の
増
進
が
共
生
に
附
け
加

へ
ら
れ
る
べ
き
で
あ
り
ま
す
。」

と
述
べ
ら
れ
て
、
昭
和
十
五
年
(西
暦
一
九
四
〇
年
)六
月
、
ド
イ
ツ
軍
の
フ
ラ
ン
ス
侵
攻
の
結
果
、
独
仏
休
戦
協
定
が
締
結
さ
れ
、
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
の
情
勢
が
変
化
し
た
こ
と
に
よ
る
、
椎
尾
師
の
見
解
が
説
か
れ
て
い
る
。
そ
の
中
で
、
今
後
の
世
界
に
対
す
る
予
測
を
さ
れ
、
イ
ギ

リ
ス
と
ア
メ
リ
カ
が
連
携
し
、
日
本
と
ド
イ
ツ
が
場
合
に
よ
れ
ば
組
む
べ
き
で
あ
る
と
主
張
し
て
い
る
。
ま
た
そ
の
中
で
は
ユ
ダ
ヤ
に
対
す

る
視
点
が
注
目
さ
れ
る
。

以
上
、
昭
和
十
五
年
『
共
生
』
誌
に
お
け
る
椎
尾
辨
匡
師
の
言
説
に
つ
い
て
見
て
き
た
。

特
に
三
月
号
の
「
獨
立
開
放
と
提
携
親
善
ー
新
時
代
指
導
精
神
提
携
共
生
の
道
ー
」
に
お
い
て
、
共
生
と
し
て
の
東
ア
ジ
ア
観
を
、

五
月
号
の
「
共
生
と
共
生
會
と
の
方
向
」
に
お
い
て
、
共
生
会
活
動
の
こ
と
を
、

七
月
号
の
「
世
界
の
變
局
に
際
し
て

同
人
に
愬
ふ
」
に
お
い
て
、
共
生
と
し
て
の
世
界
観
を
、
見
て
き
た
。

今
後
の
課
題
と
し
て
は
、
昭
和
十
五
年
の
前
後
、
椎
尾
師
の
言
説
の
推
移
変
化
を
見
て
行
く
こ
と
と
す
る
。

共
生
文
化
研
究

第
二
号

一
四



キ
ー
ワ
ー
ド

椎
尾
弁
匡

共
生
運
動

共
生
会

（
か
と
う

り
ょ
う
こ
う

共
生
文
化
研
究
所
研
究
員

浄
土
宗
普
仙
寺
住
職
）

昭
和
十
五
年
『
共
生
』
誌
に
お
け
る
椎
尾
辨
匡
師
の
言
説
に
つ
い
て

一
五


